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文序

この報告書は、産業再配置促進補助事業中央ふれあい広場建設工事に伴い、平成10度に実施した高

岡麓遺跡12地点における連蔵文化財発掘調査の報告書であります。

この調査により、弥生時代後期から―近代にかけての遺物や遺構が確認され、特に近世の高岡麓の歴史

を解明するうえで多大な成果をあげることができました。

この発掘調査で明らかにされたものは、先1人が残した私た.ち の文化遺産であり、これらの成果を活か

していくこと―が、我々に課せられた重大な責務と考えております.。 本書が町内に所在する文化財の保存

に資され、また本町の学術資料として学校教育、社1会教育などに幅広ぐ活用頂ければ幸い.に存じます。

肖、発据調査を実施するにあたり、関係各者より頂いたご指導とご協力に対し、心から感謝を申し上

げます。

平成 17年 3月

高岡町教育1委1員会

教育長 中 山 芳 教



1 本書は、産業再配置促違補助事業中央ふれあい広場建設工事に

伴い、高岡町教育委員会が、1998年度 (平成10年度)に実施

した埋蔵文化財発裾調査の報告である。

2 遺物の実測は、 、藤木晶子、島由正治、製図は藤木

晶子がそれぞれ行い、その他の整理作業については、

の協力を得た。また、遺物写真は、藤本の協力を

得た.。

3 本書の方位は磁北、レベルは海抜高である。ただし、国土座標

は旧座標を使用しており、レベルも同様で|あ る。

4 高岡露遺跡の追跡番号は406で、今回の調査地は12地点にあ

たる。また、遺物の注記は、「遺跡番号―層位―取上番号」を基

本とし、遺物は高岡町教育委員会に保管している。

5 陶磁器の軽定は大橋康二氏 (九州陶磁文化館)に依頼した。

6 本書|の執筆と編集は島田がおこなつた。
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「

章

第 1節 は じめ に

1 調査に至る経緯

高岡町では、平成5年に花見工業団地を造成するなど企業誘致に努め、雇用の創出を図つているとこ

ろである。

調査の契機は、高岡町企画調整課から高岡町教育委員会へ産業再配置促進による中央ふれあい広場造

成工事に伴う埋蔵文化財の取り扱いについての照会があった。教育委員会は、開発予定地が高岡麓遺跡

の範囲内であることから旧商工会跡地を中心に平成 9年 12月 に確認調査を実施 した。開発場所は旧商

工会勁地並びに南隣の安藤家住宅敷地を含む3,670ポである。安藤家住宅においては、高岡における武

家住宅の代表的なものであることから、教育委員会は、これを保存して公園施設として活用する内容の

提案をおこない協議を重ねたが、解体撤去し公園整備をすることになった。また、確認調査の結果、陶

磁器類の出土が確認されたため、現況を削平しないで済むような造成計画を求めた。しかし、バ リア・

フリーを考慮し公園の完成レベルを周辺道路に合わせる必用があることから、造成による削平は余儀な

くされた。

教育委員会は、公園工事により削平される約1,220ポ を調査対象として、平成 10年 5月 26日 ～ 7月

31日 に記録保存のための発掘調査を実施した。

2 調査組織

調査主体高岡町教育委員会

調 査  1998年度 (平成 10年度)

教  育  長    中山 芳教

社会教育課長    水谷 泰三

社会教育係副主幹  春口 洋子

文 化 財 係 長    黒木 敏幸

主任主事     島田 正浩

整 理  2004年度 (平成 16年度 )

教  育  長

社会教育課長

中山 芳教

小岩崎 正

社会教育係副主幹  土地由紀子

文 化 財 係 長

主  事

島田 正浩

藤本 晶子

また、この調査を実施するにあたり、関係機関をはじめ、地元の方々などのご理解とご協力を頂いた。

さらに、輸入陶磁器並びに薩摩焼については渡辺芳郎 (鹿児島大学法文学部)、 橋口亘 (坊津町教育

委員会)からご指導を受けた。記して、感謝申し上げる次第である。

二
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第 2節 遺跡の環境

1 自然環境

高岡町は山林が70%以上を占める。その町中央を蛇行しながら大淀川が東流し、それによつて形成

された河岸段丘からその東側に広がる宮崎平野を一望する。この大淀川に起因する自然環境が大きく

人々の生活、しいては歴史環境にも影響を与えていた。このような地形を形成する地質について、合原

敏幸氏 (1)は 「高岡町南部の高岡山地中央部及び東部には自亜紀の四万十累層群に属する砂岩を伴う頁

岩、砂岩買岩互層が分布しており、一部玄武岩、凝灰岩などの塩基性岩類が含まれる。内之八重付近の

砂岩頁岩互層中には塩基性岩類に伴つて、厚さ lm～ 2mのチャートが見られる。高岡山地西部には、

古第二紀の四万十累群に属する砂岩を伴う頁岩、砂岩頁岩互層が分布しており、高岡山地を南北に横切

る高岡断層によつて前述の自亜紀の層に接している。高岡町の中心都付近及び高岡山地北部には、新第

二紀の宮崎層群に属する砂岩、泥岩、砂岩泥岩互層が広い範囲で分布している。本層は四万十累層群を

傾斜不整合の覆う海成層で、貝、カニ、ウエ等の化石を含む。さらに、町中心部付近に及び西部は宮崎

層群を不整合に覆い第四紀の礫、砂、及び粘土からなる段丘堆積物、主にシラスからなる姶良噴出物、

及び主に礫、砂シルトからなる沖積層がみられる。段丘堆積物、始良火山噴出物は急傾斜とその上の広

い平坦面や暖斜面から形成される台地状の地形を有している。沖積層は、大淀川、浦之名川、内山川、

飯田川等の河川流域沿いに分布している。」 (高岡町埋蔵文化財調査報告書12集 より抜粋)と している。

この遺跡は、天ヶ城跡の南裾に広がる大淀川と飯田川の合流地点に形成された沖積地に存在する。海

第 1図 1遺跡分布図 (1/50,000)



「

抜高は約 12～ 15m程で、東側の旧飯田川付近が低 く高岡小学校付近が高 くなる。大淀川河岸か ら北側

へ 150m程 までの地盤は砂地で、そこか ら 1段高 くなつて弱砂性の粘土層が広がる。遺跡の範囲は、基

本的に近世の高岡麓を形成 した範囲としている。具体的には、東側は旧飯田川を東端 とし、西側は浜子

地区までで尾谷地区も含む。北側は天ヶ城跡を境 とするが、天ヶ城跡の東側は高岡中学校の南側 までと

する。そして、南側は大淀川河岸までとする。 (1)高 岡町役場職員

2 歴史環境

高岡町の遺跡は現在 140箇所以上あり、そのほとんどは河川により形成された台地上に位置している

が、最近では低地でも遺跡が確認されている。

旧石器時代

調査は高野原遺跡、向屋敷遺跡、押田遺跡、永迫第 2遺跡、小田元第 2遺跡で実施されている。高野

原遺跡と永迫第 2遺跡ではAT下位層が調査され、高野原遺跡からはAT火山灰土層より上位層でナイフ

形石器が、下位層 (黒色帯)でラウンドスクレイパーが出土 している。AT上位層の調査については、

向屋敷遺跡では集石遺構とともにナイフ形石器が出上した。また、五女木産の黒曜石が 1点のみ確認さ

れている。小田元第 2遺跡では細石刃や細石核、角錐状石器、ナイフ形石器、剥片尖頭器等が出上して

いる。また、小田元第 2遺跡と押田遺跡から国府型のナイフ型石器が確認されている。

縄文時代

この時代は調査例が多く、草創期も含めてすべての時期で確認されている。なかでも早期の調査例は

多 く、天ヶ城跡をはじめ、小田元第 2遺跡、橋山第 1遺跡、橋上遺跡、八久保第 2遺跡、榎原遺跡、中

原遺跡、高野原遺跡などで調査されている。天ヶ城跡では、押型文土器と桑ノ丸式上器が大半を占め、

その両者の折哀土器も出上している。永迫第 2遺跡では、アカホヤより下層から轟木 1式 と共に攻状耳

飾 りが出上した。石器石材では、交易圏を考察する資料となる黒耀石は九州島各地のものが出上してお

リデータの蓄積をおこなっている。また、サヌカイ トにおいても、多久産の他に金山産のものが出上し

ている。早期の遺構については、集石遺構と陥し穴状遺構が中心で住居跡は検出されていない。高野原

遺囲では、縄文早期の陥し穴状遺構が確認された。また、永迫第 2遺閉では、同様の陥し穴状遺構と共

に石器生産を思わせる剥片の出土状況が確認された。前期は久木野遺跡第 1区、永迫第 1遺跡、永迫第

2遺跡で包含層から轟 B式や曽畑式が出上してぃる。中期は去川山下遺跡から春日式、久木野遺跡で春

日、大平、岩崎下層の各形式のものが出土している。後期は橋山第 1遺跡で阿高系の上器や疑似縄文の

土器が出上した。さらに久木野遺跡では円形竪穴住居跡とともに北久根山式が出上している。城ヶ峰遺

跡では市来式や北久根山式が出上した。的野遺跡からは綾式を含む疑似縄文の上器が出土した。また、

表採資料ではあるが山子遺跡、赤木遺跡等でも確認されている。晩期は学頭遺跡で黒色磨研土器が出土

している。学頭遺跡では糸魚川産ヒスイを石材とした勾玉が出上してぃる。

弥生時代

調査された遺跡はⅣ～V期が中心で I期 の調査例はない。標高15メ ー トル程の微高地状のところに

位置する学頭遺跡からは、断面V字状を呈する濤状遺構や竪穴住居跡が検出された。学頭遺跡より約2

Km程南に位置する的野遺跡からは、Ⅳ～V期の包含層と同時期の溝状遺構や 2段掘の土媛墓が検出さ

れた。また、丹後堀遺跡からはⅢ～Ⅳ期の竪穴住居跡が検出されている。

―十
二
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古墳時代

調査は、まず、住居址の調査としては八児遺跡や高岡麓遺跡第 5地点がある。高岡麓遺跡では2軒の

竪穴住居跡が検出され 5世紀中頃に比定されている。また、八児遺跡は側壁にカマ ドが付設された竪穴

住居跡 (7世紀代)な どが12軒以上検出された。両遺跡とも標高がほぼ同じで大淀川の氾濫源である

低地に位置してお り、農耕集落の一端をみることが出来る。次に墳墓の調査としては久木野地下式横穴

墓群がある。今まで4基の調査が実施され、人骨とともに鉄斧や玉類が出上し6世紀前半としている。

また、町内には3基の県指定古墳がある。その古墳周辺で耕作中に壷が2点 と鉄製品が発見されている。

古代

高岡周辺は承平年間 (931～ 938年)の和名抄によると、その当時は 「穆佐郷」といわれていた。蕨

野遺跡で、大淀川北岸の丘陵 (大字花見)に位置し、 9世紀後半以降の上師器の椀、皿 (杯)な どを生

産した焼成遺構が6基以上検出された。また、三生江遺跡や的野遺跡では、土師器の椀、皿 (杯)な ど

の他、越州窯系青磁碗をはじめ灰釉陶器皿・婉 (猿投)や緑釉陶器皿 (洛西、周防)力尋多 く出上してい

る。また、 9世紀から10世紀にかけての高台付き土師器椀の底部に放射状の条痕もしくは圧痕を残し

たものがあり、宮崎平野を中心とする特徴的な遺物である。この時期の遺跡調査数は急激に増加し、高

岡麓遺跡、八反田遺跡、永迫第 2遺跡等でも確認されている。

中世

建久図田帳によると高岡は、 12世紀には 「島津庄穆佐院」といわれていた。その後、南北朝期を経

て、島津氏と伊東氏の対立を迎える。その中心となつたのが穆佐城である。穆佐城は足利尊氏が九州の

拠点としたことからはじまる。平成 3年には穆佐城の縄張 り調査を実施し、南九州特有の特徴をもつと

共に機能分化のみられる山城であることがわかった。調査は、今年度までに8次からなる調査を実施し

た。その結果、 14世紀後半から16世紀木までの遺物が出上 してお り、特に15世紀後半から16世紀末

の遺物が集中している。その西側に位置する梅木田遺跡では、桜島文明軽石層に覆われた溝が検出され、

木製品等が出上している。

近世

中世までは高岡の中心地は穆佐城周辺だつたのに対して江戸期になると天ヶ城周辺に一変する。高岡

の地頭仮屋を中心に広がる高岡麓遺跡は、計画的な街路設計がなされ、郷士屋敷群と町屋群に分割され

ている。

この遺跡の本調査は、 1地点、 5地点、 6地点、 8地点、 11地点、22地点、25地点 (16年度調査 )、

そ してこの 12地点である。それ以外は、確認調査ゃ立ち会い調査等で処置されている。 まず、 1地点

は町屋区域の調査で、火災明の焼土層 と18世紀代の井戸が検出された。 5地点は高岡郵便局が在 ると

ころで、県教育委員会が調査をおこなつている。その結果、古墳時代後期の住居跡をはじめ、 17世紀

前半か らの遺物 も出上 している。 6地点は高岡土木事務所南側の個人住宅で、色絵碗が出上 している。

8地点は石代 という地区名が残るところで宅地分譲地であ り18世紀後半の整地層が確認 された。未整

理箇所 としては、 11地点は トレーニングセンターが在る所、22地点は健康福祉センバー「穆園館」が在

る所で、近世、古代の遺構や遺物が出上 している。25地点は高岡小学校花壇ゃ校舎建設予定地である。

12地点は、江戸時代は郷士である「中村家」の敷地で、その後営林署か ら高岡町商工会議所へ と変遷

していることが記録から判明している。

怪
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査調
ｒ

二

一Ｉ

1第 1節 調査の概要

1 調査経緯

高岡
―
麓遺跡は、平成16年度までに-25箇―所の開発地で対応しており、ここは12地点として対応したち

調査は、平成10年 5月 に既存建造物|の線去に.伴う立ち会いを行い、その作業が終了後の6月 1日 か

ら.5日 までの4日間にかけて重機による表土剥ざを行った。調査区西側は約0。 3mで遺構検出面を確認

できたが、調査区南東根Iは l�近くまでになる。調査区全域で建物基礎や多くの授乱抗が確認された。

大規模な攪乱坑については、諸般の事情によ―,掘削しないものとしIた。遺構検出と遺構掘Hlは、南側

から順次行い、並行して全体図の実測及び遺構実測を行つた。7月 15日 には空中写真撮影を行い、21

日からは下層面の確認のため、第2-層の掘常Iを調査区西側で実施し遺構検出を行った。さらに1調査区南

側を除いた範囲で、第3層を掘肖Jし た。最後に遺構全1体図の補足を行い、7月 31日 には器材等の撤収

を終了した。

5

第 3図 包含層出上遺物実測図 (1/.3)

嘲
0                 100m
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「

2 調査概要

調査地は高岡町大字内山28651番地及び大字五町

265-1、  265、  266-2番地で、 調査対象面 1貴 イま1,874

だである。その調査地の約 1220ド について調査を実

施 した。調査地は、大淀川流域に数層からなる包含層

が形成 されている。その包合層の第 2～第 3層 は、中

世か ら近世の遺構や遺物が確認で き、清状遺構 3条、

土坑 15基、建物跡 1棟、 ピッ ト多数が検 出された。

ただ、各遺構の時期設定が困難であ り、特にピットに

おいてはその傾向が強い。第 4層 においては遺構は全

く確認 されていない。遺物は、弥生時代後期以降のも

のが出上 してお り、近世においては江戸時代初期の段

階からの遺物が確認される。

3 包 含 層

遺跡が大淀川 と飯 田川の合流地付近であることか

ら、自然堆積による包含層を形成 している。

表土の下に遺構検出面である淡褐色弱砂性土 (第 1

層)と 青灰色粘上を含む層 (第 2層 )は、西側で厚 く
第 5図 溝状遺構出土遺物実測図 (1/3)

東側に浅 く延びるが南側は堆積しない。東側は地形的にも低 くなり、淡褐色粘土層 (第 3層 )が遺構検

出面となる。この第 3層の下には粘土と砂が混入した層 (第 4層 )があり自色砂粒混入砂性土 (第 5層 )

へと続 く。遺物は、かなりの混入がみられるものの、大まかには第 2～第 3層 は近世まで、第 4層は古

代まで、第 5層 は古墳時代までのものがみられる。また、第 1層からは獣骨製ブラシが出上している。

第 2節 遺構 と遺物

今回の調査で検出された遺構は時期不明なものが多いため、各遺構ごとに報告する。

1 溝状遺構

溝状遺構は、 3条検出した。

1号清状遺構 (第 4図)こ の遺構は調査区東端で検出された。遺構幅約 1.2m、 長 さ約 4mで さらに東

側に延びる様相を示す。平面全体では数力所攪乱坑等により削平を受け、その一部は床面 まで達 してい

る。床面は東側か ら西側にかけて低 くな り、なだらかな凹凸が見 られる。壁面はしつか りしてお り、南

側はテラスを形成 しながら立ち上がる。埋土は大 きく4つに分層されるが、最上層は灰黄色土を呈 し攪

乱が激 しく不安定で、最下層は淡灰色粘性上で約0.lm程堆積 している。その最下層を中心に土師器小

皿 (7～ H)力 1出上 している。 Hだけは上位層か らの出上で、それ以外は床面直上 もしくは最下層の

出上である。小皿の法量平均は、日径8.5cm、 底径6.4cm、 器高 1 7cmで、底部切 り離 しはすべてヘラ切

りである。体部は内湾気味に立ち上が り、底部は中央部分で盛 り上がる。底部から体部にかけての稜が

不明瞭なものがある。

―-15-―



2号溝状遺構 (第 4図) この遺構は調査区

中央で検出された。主軸を南北方向に持つ。

幅約 11～ 1.5m、 長 さ約 15.5m以上で、北

側 の調査 区外 に延び る。深 さは約 0.05～

0.15mで かな り浅 く、壁面 も緩やかな とこ

ろが多い。自然流路的ではあるが、床面に極

端な凹凸は無 く、 この遺構の方向等を考える

と区画的要素を持った遺構 ともいえる。遺物

は土師器片や陶器片が数点出土 したのみで、

時期は不明である。

3号溝状遺構 (第 4図) この遺構は2号溝

状 遺構 の南側 で検 出 され た。清 の幅 は約

0,9m、 長さ1,lmで】ヒ側が攪乱坑により削平

される。深さも浅 く、 2号溝状遺構 と一連の

ものと推定される。遺物は出上 していない。

2 建 物 跡

ピットは381基以上検出したが、調査区の

| 
千1PⅢ
ⅢⅢ……~~

i

一

/15

10cm

第 6図 ビット出土遺物実測図 (1/3)

表 1 出土遺物観察表 (1)

勘
Ｎｏ，

百
濤
取

写

図 出土地 種別 器種
法 量 (cm)

残存率
色   調

生産地 時期 胎土 その他
口径 底径 器高 外 内

1 8 5層 土師器 璽 口縁部1/4 にぶい橙色 にぶい橙色 lmm弱の白色粒.茶色粒'黒色粒を含む

2 8 4層 土師器 鉢 6 9 完 形 浅い黄橙色 黄橙色 lmm大の茶色粒.灰色粒、 lmm弱透明粒を含む

3 8 5層 土師器 甕 口縁～体部 浅い貢橙色 浅い黄橙色 lmm大黒色粒を含む lmm弱透明粒を含む

4 8 4層 土師器 杯 6 5 5/6 反自色 浅い貢橙色 4mm弱の透明粒を含む ヘラ切り

5 8 4層 土師器 蓋 1/3 橙色 浅い黄橙色 lmm弱 の灰色粒・茶色粒を含む

6 8 2層 磁器 皿 9 7 1/4 隅緑灰色釉 透明釉 1巴前系 青磁染付 48C後半 底裏銘「冨員長香〕

7 8 SDl 土師器 小皿 (8) 6 2 1/2 橙色 橙色 ヘラ切り

8 8 SDl 土師器 皿′‐
句 (8) 6 2 1/2 浅い貢橙色 浅い黄橙色 lmm弱 の茶色粒を含む ヘラ切り

9 8 SDl 土師器 小皿 (8) 6 2 つ
全 灰自色 浅い貢橙色 lmm弱の茶色粒・灰色粒を少し含む ヘラ切り

10 8 SDl 土師器 小 皿 9 7 2 完形 浅い貢橙色 淡橙色 lmm弱の茶色粒を少し含む ヘラ切り

8 SDl 土師器 皿′‐り 9 7 2 完形 浅い黄橙色 浅い貢橙色 Imm弱の茶色粒を含む ヘラ切り
つ
」 9 Pl10 土師器 小皿 (8) (6) 2 1/2 浅い黄橙色 浅い黄橙色 4mm弱の茶色粒・灰色粒を含む ヘラ切り

1 9 P125 土師器 杯 8 2 ]縁部Iイ2を欠くにぶい橙色 にぶい橙色 lmm大の茶色粒を含む ヘラ切り

14 P6 磁器 瓶 (7) 底苦[1/8 透隅釉 灰自色 (無釉) 肥前系 1610～ 40年代 砂目

15 9 Pl13 磁器 碗 蓋 口縁部1/3 灰自色(2沢続威?| 透明釉 IB前系 染付 18c後半

16 9 P36 磁 器 仏飯器 (7) 6 4 ]縁部3/4を 欠く透明釉 透明釉 1巴前系 染付 18c代

17 9 P8 陶器 碗 口縁部1/8 黒褐色 黒褐色 福岡? 鉄絵 17c～ 18c

SD:溝状遺構  Piピ ツト
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第 7図  2～ 4号土坑実測図 (1/45)

東側に集中していた。ただし、掘立柱建物として並行に並ぶような状況のピットはほとんどなかった。

ピットの径は0.15～ 0.25mが ほとんどである。深さも浅いもので0.05m程度のものもあるが、約

0.2～ 0.3mである。ピットの埋土は色調によって 7種類に分けられるが、遺物の出土状況が悪いため、

時期を把握するまでには至らなかった。また、径0.4m以上のピットの中には、柱痕 ?が認められ焼土

が混入しているものがあった。

1号建物 (第 4図) 調査区東側の布基礎に並行するピットをもって、 1× 3間の建物跡とした。規模

は、桁行約6m、 染行約2mの 1間幅約2mで、調査区の制約により北側と東側に広がる可能性がある。

このピットのいくつかは、床面に砂と小礫が浅 く堆積していたがそれに伴う底石等は確認されていない。

P36か ら遺物 (16)が出上しており、その時期以降の遺構である。

S 土坑          ―

土坑は15基検出したが、 13号土坑は現代遺構であることが掘削後に確認されたため、実沢I図 は未掲

載とした。

1号土坑 (第 8図) この遺構は、調査区南東側で検出された。長軸約 1.8m、 短軸 1.5mの卵形プラン

の上坑で、4号土坑を切る。また、東側の一部は攪乱坑により削平される。床面は平坦で壁の立ち上が

りはしっか りしている。埋土は明黄褐色粘性上である。出土遺物は22の ようにやや古手のものもある

が、 17世紀前半代の遺物が集中している。また、肥前系の錆釉陶器も出上している。

2号土坑 (第 7図) この遺構は、調査区中央の2号浦状遺構を切る状態で検出された。長軸 1,6m、

短軸 1.15mの形が崩れた長方形状プランを呈する。床面は平坦であるが、深さが浅 く残 り具合が悪い。
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出土遺物は肥前系のタタキロをもつ甕や播鉢が出上している。いずれも17世紀代であるが、遺構に伴

うものかどうかははつきりしない。

3号土坑 (第 7図) この遺構は、調査区南東側で検出された。長軸約 1.5m、 短軸約 1,3mの不定形

土坑で、北側で4号土坑に切られる。床面は平坦であるが、 2号土坑と同じで浅い。埋土からは拳大か

ら頭大程の礫が多 く出上したが、施設を意識した出土状況ではない。その他の遺物は出土しなかった。

4号土坑 (第 7図) この遺構は調査区南東側で検出された、幅約2.1～ 2.5mの不定形土坑である。

南側で 3号土坑を切 り、東側で 1号土坑、西側で 5号土坑、更に北側で攪乱坑により切られる。床面は

北側に向かつて深 く傾斜し、その傾斜面で緩やかなテラスを形成する。遺物は陶器の小片が 1点のみ出

上した。

5号土坑 (第 8図) この遺構は、調査区南東側で検出された。幅約 1.5m以上の不定形プランで、東

側で4号土坑を切 り、東側で攪乱坑に切 られる。床面は平坦であるが、深さは0,15mと 浅い。遺物

(24)は、日縁端部と底部外面は無釉である。その他に肥前系の刷毛目瓶が出上している。また、17c

前半の肥前灰釉碗や青磁碗が出上しているが、埋土混入であろう。

6号土坑 (第 8図) この遺構は、調査区の東側で検出された。西側をピットで大きく切られているが、

長軸約 1.lm、 短軸約8.5mの楕円形プランの上坑である。床面の状況は残 り具合からは平坦と思われる。

壁面は約45度の傾斜で0.2m程立ち上が り、そこから屈曲して約80度の傾斜で立ち上がる。遺物は唐津

の浦縁皿 (1610～30年)カゴ出土している。

7号土坑 (第 8図) 調査区東側で検出された。土坑の西側と南側の角でピットに切られ、さらに東側

で小さな攪乱坑により切られるが、長方形プランの上坑である。床面は平坦で、壁面もしっかりしてい

る。遺物 (25)イま18世紀前半で、畳付部分は施釉しない。また、波佐見の青磁染付碗小片や、埋土上

部からは1600年～1630年の唐津の陶器碗が出土している。

M/ヽ

―
―

▼

蒐

７
塩

0                  1ocm

一一―引

第 9図  1～ 11号土坑出土遺物実測図 (1/3)
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勘
Ｎｏ．

盲
〒
取

写

図 出土地 種別 器種
法 量 (cm)

残存率 生産地 時期 胎土 その他
口径 底径 器 高

18 SCl 磁器 青磁碗 1/4 肥前系 4630～ 40年 開緑灰色 (釉) 2次焼成?

19 9 SCl 磁器 自磁小杯 (6.4) 1/3 肥前系 1630～ 40年  飼文

20 9 SCl 磁器 染付小皿 1/2 肥前系 1610～ 40年 畳付無釉 砂目積み?

21 9 SCl 磁器 青磁皿 肥前系 1630～ 40年 陰亥」文 開緑灰色釉 口紅

22 9 SCl 磁器 青花皿 福建省系 1590～ 1630年  砂目積み?

23 10 SCl 陶器 鉢 Л巴前う終 17c～ 18c前半 二彩 鉄釉と銅縁釉を掛け分け(残存部分は銅縁釉)

24 10 SC5 陶器 灯火器 4.9 完形 薩 摩 18c 灰オリーブ色 (鉄釉) 橙色 (胎土)

25 10 SC7 磁器 梁付小杯
И
十 3/4 肥前系 18c前半 雨降文 焼成示良か?

26 10 SCll 磁器 染付皿 (14.2 (7.6) 1/4 肥前系 1630～ 40年

表 2 出土遺物観察表 (2)

SC:土坑

8号土坑 (第 8図)調 査区東側で検出された。この上坑は、南北さらに南西側でピットに切られるが、

長軸約 1.7m、 短軸約1.lmの隅丸状の長方形プランである。床面は平坦に近 く、壁面はしつか りしてい

る。遺物は出上していない。

9号土坑 (第 8図) この遺構は、調査区の南東側で検出された。南北を攪乱坑により切られ、プラン

自体は明確でない。遺物の出土もない。

10号土坑 (第 8図) この上坑は短軸約0.7mを計るが、西側を攪乱坑により切られ、長軸は計測でき

ない。床面は平坦で、壁面は約60～70度の傾斜で立ち上がる。遺物は土師器片が数点出土している。

11号土坑 (第 8図) 長軸約 1.lm、 短軸約0.9mの おむすび状のプランである。床面は中央部がやや

深 くなるがプランはやや崩れ気味である。壁面 も部分的になだらかな立ち上が りの所がある。遺物

(26)は 17世紀前半のもので高台付近は施釉しない。

12号土坑 (第 8図) この上坑は長軸約 1.25m、 短軸は南側をピットにより切られるが0.8m前後の長

方形状の上坑である。床面は平坦で壁面はしつか りしている。遺物は出上していない。

13号土坑 (第 4図) この上坑は、近。現代の遺構である。西側上面を大きく攪乱坑により削平される。

長さ約 3mの方形状のプランを持つた土坑で、床面は平坦で壁面はしつか りと立ち上がる。埋土から近

現代の遺物が確認されている。

15号土坑 14号土坑

|
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Ｅ

ｏ

ゆ

ｒ

Ｅ
ｏ
ゆ
ｒ

第10図  14・ 15号土坑実測図 (1/45)
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第12図  15号土坑出上遺物実測図



「
14号土坑 (第 10図) この上坑は2号清状遺構の西側に位置し一部上面を攪乱坑により削られる。長

軸約 1.5m、 短軸約09mを 計る隅丸の長方形プランである。深さは約0,7mを 計 り、床面は平坦である。

壁面は約70度の傾斜で立ち上がる。

遺物は、磁器は少なく破片を含めて21点 しか出上しておらず、出土遺物の中心は陶器類である。時

期は18世紀後半のものも多 く出上しているが、 19世紀初頭から前半のものが中心であり、この遺構も

その時期以降に位置付けられよう。

27～30は磁器で、30は 瀬戸美濃方面の可能性がある。その他に染付皿、猪日、袋物が出上している

が、肥前系のものがほとんどである。陶器は碗、大皿、鉢、信鉢、土瓶類、甕が出土している。産地は

肥前をはじめ、福岡 (大分県小鹿田を含む)、 薩摩、関西、瀬戸美濃などである。31は京焼風陶器の流

れである。32～ 34は苗代川の鉢である。32は 日縁部上面は施釉しない。33は胴部が張る器形で最大

径22.2cmを 計る。内面は全釉で、日縁端部と底部外面は施釉しない。34も 底部外面は施釉しない。35

は苗代川の情鉢で、内面は部分的に釉が掛かるが底部外面は施釉しない。橋鉢は関西系 (堺 ?)の もの

も出土している。37は鉄釉と灰釉をかけ分けたもので福岡系統のものと思われる。38はやや扁平な球

60

/

Vπ Ψ
0                 10cm
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第13図  15号土坑出土遺物実測図 (2)(1/3)
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第14図  15号土坑出土遺物実測図 (3)(1/3)
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表3 出土遺物観察表 (3)

勘
阻

首
戸
取

写

図 出土地 種別 器種
法 量 (cm)

残存率 生産地 時期 胎土 その他
口径 底径 器高

27 10 SC14 磁器 染付小碗 (94) (44) 4.8 1/5 肥前系 19c初頭～幕末 蝶十?

28 SC14 磁器 白磁小杯 肥前系 48c後半～19c初頭 畳付無釉

29 10 SC14 磁器 染付小杯 肥前系 18c後半～19c初頭 畳付無釉

30 SC14 磁器 口縁部1/5 瀬戸美濃系? 19c～ 鉄釉

31 SC14 陶器 小碗
刀
十 4,4 1/5 肥前系 18c前半 胎土は精良で浅貢橙色

32 SC14 陶器 鉢 336) 口縁部4/6 薩摩 (苗代川)  18c オリーブ黒色 (鉄釉) 赤色 (胎土)

33 SC14 陶器 鉢 16.4 148 1/4 薩摩 (苗代川)  オリーブ黒色 (鉄釉) 明赤褐色 (胎土)

34 SC14 陶器 鉢 薩摩 (苗代川)  オリーブ黒色 (鉄釉) 明赤褐色 (胎土)

35 SC14 陶 器 播鉢 属部4/6 薩摩 (苗代川)  オリーブ黒色 (鉄釉) 隅赤褐色 (胎土)

36 SC14 陶器 脩 2) □縁部1/6 北部九州? 17c代 暗褐色 (鉄釉) 褐灰色 (胎土)

37 SC14 陶器 瓶 頸部4/5 福岡? 18c代 頸部は暗赤褐色 (鉄釉) 頸部下は黄褐色 (灰釉)

38 SC14 陶器 土瓶 (4.8)
底部と体音

1/3を欠く
薩摩 18c代 極暗赤褐色 (鉄釉) 褐灰色 (胎土)

39 SC14 陶器 里

口縁部から体∃

にかけて|イ6

薩摩 (苗代川) 17c後半～18c 暗灰黄色 (鉄釉)

オリーブ黒色 (胎土)

40 SC14 陶器 甕 296 口縁部1/10 薩摩 (苗代川) オリーブ黒色 (釉) 赤掲色 (胎土) 貝目?

SC:土坑

形で、大きく屈曲する注目は体部中央に付 く。注国内の茶止穴は3箇所設けられている。日縁部内面と

日唇部は施釉しない。38と 39は 、苗代川の製品かどうかは不明である。40は苗代川の甕で、頸部に沈

線を巡らし、さらに顕部下に断面三角突帯を2本巡らす。その他の遺物としては、硯や上製人形がある。

41は硯で一部欠損している。長さH.2cm以上、幅5.3cm、 高さ1,lcm以上である。土製人形は猿顔を模

した素焼きのもの等で、器壁が薄 く内面が黒褐色を呈する。また、 2次的な資料ではあるが、瀬戸美濃

系緑釉の碗皿類 (17c～ 18c)や薩摩の灰釉 (18c代 )力 S出 上 している。また、肥前系の染付鰭皿

(17c)や陶器大皿 (17c後半)も 出上している。

15号土坑 (第 10図) この上坑は調査区西側で検出された。プランは長軸約 1,9m、 短軸約 1.5mの 不

定形な土坑である。床面は東側でやや深 くなるものの平坦に近 く、壁面は約0.5mの深さを約65度の傾

斜で立ち上がる。

遺物は比較的密な状態で出上している。磁器は染付や色絵の碗、皿、鉢等が出土している。染付の碗

であるが、45は 腰の部分から日縁部にかけて直線的に開く碗である。内面4nt文 は四方欅文を巡らす。

46は伝世品である。48は外面を畳付以外はすべて瑠璃釉が施される。内面は見込みに松竹梅が描かれ

る。

97

(5)(1/3)
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第17図  15号土坑出土遺物実測図 (6)(1/4)
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その他には、氷裂花文や山水文を施したものが出上しており、内面縁文に四方欅文を巡らすものが比

較的多い。丸碗の出土は確認できるが、広東碗は認められない。河ヽ杯は白磁のものが多い。52は景徳

鎮のヨーロッパ等への輸出用製品で、受け皿が付 くバイプである。器形は端反口縁を成し、外面は畳付

辺 りまで褐釉を施す。皿は区別できるもので 8点出上した。見込みが残るものは、そのほとんどに五弁

花文を印していた。56は 畳付無釉で日縁部は日紅をなす59は伝世品で、底部外面 (高台内)に放射状

の削 りを残 している。鉢は62と 63の み出土した。64～ 66は猪口である。青磁染付 も出上している。

67は花瓶等の瓶類である。色絵の碗は小碗 (69。 70)が 2点出上し、両方共 18c中 ～後半である。

陶器は碗、鉢、括鉢、瓶、土瓶、甕等が出上した。碗は肥前系をはじめ、関西系や薩摩の製品が確認

されている。71と 74は肥前系で、71は武雄・塩田方面で生産された京焼き風の碗である。体部下位か

ら高台にかけては施釉しない。74も 高台は施釉しない。72は薩摩と思われる。見込みは蛇の目釉剥ぎ

である。73は瀬戸美濃系で、体部はケズ リ成形をなす。76～ 81は鉢である。76は片口が付 くバイプ

のものと思われる。77～80は苗代川の製品に類似している。8Hよ素焼きの鉢である。日唇部や日縁端

部に連続刺突文を施す。82～86は括鉢である。82と 83は 関西方面のものである。84～86は苗代川で、

外面に横方向の刷毛目状の調整痕を残す。福鉢86は 内面全釉である。871よ色絵で型押成形による。格

子文様は鳥籠を表すものと思われ、欠損部分には鳥を模したものが付いていたと推定される。89～ 98

は土瓶等の蓋である。92は 白薩摩の可能性がある。90と 98は生産地が不明である。94～ 96は土瓶で

ある。94と 96は注目が欠損している。95は、注目内の茶止穴が 3箇所設けられている。日縁部内面と

日唇部は施釉しない。96イよ脚部付近まで施釉する。97の甕は、日縁部に貝目が確認できる。

瓦は、丸瓦の出土も若千見られるが、そのほとんどは平瓦である。98は、長さ27.7師、幅27.2cmで

一部欠損している。上面は丁寧なナデ調整で、下面は粗 く仕上げている。上面角を面取 りしている。

99は、長さSO.Ocm、 幅23.8cm、 重量約2,6008で完形である。上面は丁寧なナデ調整で、下面は粗 く

仕上げている。この瓦の色調は、1/3程度が黒 く燻した状態になつているが、それ以外は灰白色を呈す

る。上面角を小さく面取 りしている。100も 上面は丁寧なナデ調整で、下面は粗 く仕上げている。 101

は、長さ19.lcm以上、幅24.8cmで 大きく欠損している。色調は全体的に灰白色であるが、下面は淡い

橙色を呈するところがある。上面角を小さく面取 りしている。102は、長さ17.0帥以上、幅28 2cmで 、

片面両側に稜をつ くる。上面は磨いたように丁寧な調整である。

この遺構からは、陶磁器類からみると18世紀後半から19世紀前半の遺物を中心に出上しているが、

瓦を見る限りにおいては、この遺構の時期がそれより下る可能性がある。

4 整地層

この整地層は調査区の南端で確認された。西側に深 く約0.5m以上となるが東側になだらかに浅 くな

る。比較的最近 (戦後期)に周 りの上砂を削平して、その上砂で窪地を埋めたものと思われる。整地層

は2つ に分層できるが、時期差はほとんど無いものと考えられる。

出土遺物は、新しいものも若千含まれるが、そのほとんどは17世紀～19世紀前半に含まれるもので、

この調査地の時期にも該当する。

まず、磁器は碗、皿、鉢、猪日、瓶等が出上した。碗は103～ 108、 117で、H7以外は肥前系であ

る。106の ような19世紀代の広東碗の他に反端碗が、少量ではあるが出上している。 117は瀬戸美濃



出土遺物観察表

勘
Ｎｏ．

首
Ｆ
取

写

図 出土地 種別 器種
法 皇 (cm)

残存率 生産地 時期 胎土 その他
口径 底径 器高

42 12 SC15 磁器 白磁碗 (5,4) 5.4 2/5 B巴前系 18c後半～19c初頭 見込み部分は蛇の目釉剥ぎ 畳付無釉
43 12 SC15 磁器 梁付碗

刀
十 ヨ縁部4/8欠損 ]B前系 8c前半～中葉 裂文

44 12 SC15 磁器 梁付机 44 属部のみ 肥前系 730～ 1750年  草花文
45 つ

４ SC15 磁器 染付碗 ]縁部から体部|′ 肥前系 730～ 1750年  草花文 四方欅文
46 12 SC15 磁器 青花碗 6.4 ]縁部1/3欠指 景徳鎮 6c前菓～中葉 草花文
47 12 SC15 磁器 染付碗 口縁部1/5 BB前系 760～ 1780年  四方欅文 (内面)

48 12 SC15 磁器 留璃釉染付所 14 И
什 完形 肥前系 760～ 1800年 松竹梅文 四方欅文

49 13 SC15 磁器 梁付碗 0.4 7/8 肥前系 780～ 1810年
50 13 SC15 磁器 梁付小例 完形 肥前系 780～ 1810年 捻り文 焼成不良
51 SC 5 磁器 小碗 2/3 肥前系 8c後半～19c初頭
52 13 SC15 磁器 掲釉染付小碗 7.4 3/4 景徳鎮系 18c前半 (清朝) 褐釉 (外面) 底裏銘「元」
53 13 SC15 磁器 白磁小杯? 34 完形 肥前系 18c後半
54 13 SC15 磁器 染付小杯

И
■ 完形 肥前系 18c前半 畳付無釉

55 13 SC15 磁器 自磁?小杯 ヨ縁部1/3欠誓肥前系 18c前半～中葉 焼成不良
56 13 SC15 磁器 染付小皿 完形 肥前系 18c後半 見込み五弁花 底裏銘「福」
57 13 SC 5 磁器 染付小皿 1/2 肥前系 18c後半 見込み五弁花 底裏銘有り
58 13 SC15 磁器 梁付小皿 (134)

『
2) 1/2 肥前系 18c前半 見込み五弁花 底裏銘有り

59 14 SC15 磁器 青花皿 2/3 景徳鎮 1600～ 1630年 砂目? 属裏畳付付近に放射状のケズリ
60 14 SC15 磁器 染付蓋 2/3 肥前系 18c中 葉 取手有り
61 14 SC15 磁 器 梁付蓋 ヨ縁部7/8欠誓 ]B前系 1760～ 1780年 望料蓋

62 14 SC 5 磁器 染付鉢? 口縁部 肥前系 780～ 1820年

63 14 SC15 磁器 染付小鉢? 7.4 ]縁部1/3欠堰 肥前系 18c後半

64 14 SC15 磁器 染付猪口 1/2 ]B前系 18c後半
65 14 SC15 磁器 梁付猪口 2/5 肥前系 1750～ 1770年 代 輪花 四方欅文 (内面)

66 14 SC15 磁器 梁付猪口 74 2/3 ]B前系 18c後半 氷裂菊花文
67 SC15 磁器 青磁瓶 口縁部1/4 肥前系 18c代 花瓶か?

68 SC 5 磁器 白磁手塩皿 完形 肥前系 18c代  ミニチュア

69 14 SC15 磁器 色絵小碗 1/8 IB前系 18c中 栞～後半 桜花流水文

70 15 SC15 磁器 色絵小碗
ヨ縁部から体部に

かけて516欠 損
肥前系 18c中 葉～後半

71 15 SC15 陶器 碗 医部のみ 肥前系 18c前半 京焼風 高台付近は無釉
72 15 SC15 陶器 碗 口縁部2/3欠乍薩摩 18c～ 19c初め  灰色 (釉) 褐灰色 (胎土)

73 15 SC15 陶器 灰釉碗 口縁部欠損 瀬戸美濃系 18c 体部下半～底部は無釉

74 15 SC15 陶器 鉄絵碗
ヨ縁部から体郡I

かけて5イ6欠損
肥前系 18c前半 にぶい褐色 (釉) にぶい橙色 (釉 ) 高台付近は無釉

75 15 SC15 陶器 小碗 (8.4) 1/3 関西系 18c後半～19c初頭 高台付近は無釉
76 16 SC15 陶器 片口鉢 肥前系 18c 刷毛目
77 16 SC15 陶器 鉢 口縁部1/6 薩摩 (苗代川) 18c オリーブ黒色 (鉄釉) 褐灰色 (胎土)

78 16 SC15 陶器 鉢 16.4 1/8 薩摩 (苗代川) 18c 黒褐色 (鉄釉) 赤褐色 (胎土) 貝目?

79 16 SC15 陶器 鉢 29.2 1/5 薩厚 (百代川) オリーフ黒色 (鉄釉) 赤褐色 (胎土)

80 16 SC15 陶器 鉢 252 1/10 薩摩 (苗代川)胴 部下半両面無釉
81 16 SC15 土 師器 鉢 24.8 1/6 口唇部と口縁上面に連続束J突文
82 16 SC15 陶器 福鉢 局波? 17c～ 18c 口縁部内側に沈線を巡らす。
83 17 SC15 陶器 拒鉢 堺 18c 外面はにぶい赤褐色、内面は灰赤色

84 17 SC15 陶器 梧鉢 薩厚 (苗代|け  18c後半～19c前半? 外面は灰白色、内面は暗赤掲色 (鉄釉)

85 17 SC15 陶器 掲鉢 膳摩(苗代|‖) 18c後半～19c前半? 外41は灰オリーブ色、内面は階赤掲色(鉄釉)赤掲色(胎土)

86 17 SC15 陶器 掲鉢 32.樹 1/6 薩摩 (苗代川) 18c オリーブ黒色 (鉄釉) 赤褐色 (胎土)

87 17 SC15 陶器 色絵瓶 4.6
本部1/2と 口褐

部欠損
肥前系 18c 水滴 格子文様は鳥かごを表す 底部内面布目

88 17 SC 5 陶器 水注? 1/10 関西系 18c後半～19c前半 階赤褐色 (鉄釉) 灰白色 (胎土)

89 17 SC 5 陶器 土瓶蓋 13,4) 口縁部1/3 薩摩 (苗代川) 階褐色 (鉄釉) にぶい赤褐色 (胎土)

90 18 SC 5 陶器 土瓶蓋 5,4 完形 在地? 江戸後期 暗赤褐色 (鉄釉) 褐灰色 (胎土)

91 18 SC 5 陶器 土jfI蓋 ほぼ完形 薩摩 (苗代川) 黒褐色 (鉄釉) 暗赤色 (胎土)

92 18 SC 5 陶器 土瓶蓋 冗形 薩摩 (白薩摩?) 19c

93 18 SC 5 陶器 土瓶蓋 完形 在地? 江戸後期 黒色 (鉄釉) 極暗赤褐色 (胎土)

94 18 SC 5 陶器 土瓶 1/8 薩摩 (白薩摩) 18c 口縁部内面から口唇部にかけて無釉
95 18 SC 陶器 土瓶 1/6 薩摩 黒褐色 (鉄釉) 灰白色 (胎土)

96 18 SC 5 陶器 土瓶 1/2注ぎ回欠誓薩摩 暗赤褐色 (鉄釉) 赤褐色 (胎土)

97 19 SC 5 陶器 甕 14.6 1/4 薩摩 17c前半 貝目
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第18図 整地層出土遺物実測図 (1)(1/3)



第19図 整地層出土遺物実測図 (2)(1/3)
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図 出土地 種別 器種
法 量 (cm)

残存率 生産地 時期 胎土 その他
口径 底径 器高

整地層 磁器 梁付碗 1/4 肥前系 610～ 1640年

19 整地層 磁器 青磁梁付腕 11.4 44 ヨ縁部4/8欠摂号B前系 8c代 見込み五弁花

19 整地層 磁器 青磁染付碗 42 3/4 骨B前系 8c代 見込み五弁花

19 整地層 磁器 染付碗 底部のみ 肥前系 9c前半 広東形硯

19 整地層 磁器 染付小碗
И
午 肥前系 770～ 1800年

19 整地層 磁器 梁付小碗
И
午 40 肥前系 770～ 1810年

20 整地層 磁器 梁付小皿 3,4 日縁部|120と 属召日B前系 630～ 1640年  輪花皿? 口組

I 0 20 整地層 磁器 青花皿 底部のみ 嘩州窯系 1590～ 1630年 山水人物文

I 整地層 磁 器 染付鉢 (13,8 1/4 BB前系 1800～ 1860年

1 2 20 整地層 磁器 青磁染付猪日 11.4 ヨ縁部4/3欠誓肥前系 18c後半～ 蛇の目凹形高台 見込み五弁花 二次焼成?

I 3 20 整地層 磁器 色絵小碗 4.6 1/7欠損 肥前系 (有 田ではない) 18c中 ～後半

1 20 整地層 陶器 碗 4.4 J豚沖と/もうヽ拶 薩摩 (白薩摩) 千鳥印

1 5 整地層 陶器 碗 (54) 1氏音[1/2 lB前 (内野山) 1610～ 17c前半 白色 (胎土)

1 6 整地層 陶器 碗 ? 属晋Б1/4 瀬戸美濃系 17c代 暗緑色 (釉) 灰白色 (胎土)

1 7 20 整地層 磁器 染付碗 1/2 瀬戸美濃系 1820～ 1860年

1 8
つ
全 整地層 陶器 梁付小碗 ヨ縁部4イ4欠痒関西系 18c後半 底面無釉

1 9 20 整地層 陶器 lll 関西系 18c 軟質施釉陶器

21 整地層 陶器 鉢 口縁部4/8 薩摩 (苗代川) 黄灰色 (鉄釉) 赤褐色 (胎土)

21 整地層 陶器 擢鉢 1/10 薩摩 (苗代川) 19c 暗オリーブ色 (鉄釉) 赤褐色 (胎土)

つ
全 整地層 陶器 福鉢 (158) 144 1/6 薩摩 (苗代サ10 18c後半～19c前 半 黒褐色 (鉄釉) 赤褐色 (胎土)

21 整地層 陶器 甕 1/3 薩摩 (苗代川) オリーブ黒色 (鉄釉) 灰褐色 (胎土)

表5 出土遺物観察表 (5)

系の磁器である。また、皿かも知れないが章州窯系 (17c初頭)の ものも出上している。 109と HOは

皿である。HOは章州窯系のもので皿類も肥前系 (波佐見系のが目立つ)が多く、染付卓花文の大皿や、

見込み五弁花文を印した皿が出上している。猪日では、112の他にやや小ぶ りの自磁製のものや薄瑠璃

釉のもの (17c後半～18c前半)力 S出 上している。113は色絵であるが、有田産ではなく塩田方面の製

品と思われる。また、幕末以降ではあるが、瀬戸美濃系の色絵碗蓋が出上している。

陶器は、碗、皿、鉢、橋鉢、土瓶、壺、甕、化粧用具等が出上した。碗はH5の ように内野山のもの

や鉄絵陶器碗 (1590～ 1610年)な ど肥前の初期のものや関西系の京焼き風陶器 (17c後半～18c前半)

や幕末以降の瀬戸美濃製の碗等が出上している。H4の ような唐千烏を印した自薩摩も出上している。

119は小片のため、器種が皿かどうかは判断しずらいが、四国の源内焼に類似している。また、肥前の

台付き皿 (17c後半～18c前半)も 出上している。鉢は122の ように薩摩製で鉄釉を施すものや肥前系

の片日のものが出上 している。悟鉢は、 123や 124の薩摩 (苗代川)の製品だけではな く、肥前系

(17c第 2四半期)や堺の製品も出上している。125は外面に掻き落としで文様を描 く甕で、苗代川系

のものにみられる。上瓶は、薩摩の製品を中心に出上している。化粧用具としては、瀬戸美濃系の質盟

(18c前半)力 出`上している。壺は福岡方面や沖縄方面の製品が出上している。

その他の出土遺物としては、 120と 121は黒色の碁石である。何れも径2.2cmほ どである。瓦は数点

出上している。また、銅銭、鉄釘、軽石製品等も確認された。
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弥生時代～中世

弥生時代は、包含層から後期の二重口縁ッボ (波状文)が 1点出土している。古墳時代も、包合層か

ら土師器の甕や鉢類が出上している。第 5地点においても、古墳時代中葉の竪穴住居跡が確認されてお

り、この集落遺跡の一連のものと推定する。古代についても包含層から回転台土師器の杯や高台付椀

(杯)を 中心に出上してお り、 9c代 と推定する。この時期の遺物は、22地点 (未報告)で も確認され

ており、蕨野遺跡 (高岡町)出土遺物に似ているものもある。

中世の遺物は、土師器杯や小皿を中心に出土し、輸入陶磁器である青磁や白磁が若干見られる。土師

器杯 。小皿のほとんどはヘラ切 り底であり、中世前半に集中しているようであるが、青磁類では、後半

の遺物も若干見られる。遺構では、 1号溝状遺構やピット群等がこの時期に該当すると思われる。

近世

この遺跡は鹿児島藩の高岡郷の政治的中心地であり、調査地はその一角を占める。この 12地点にお

ける近世の遺物は、古 くは16c末からのものが出土しているが、多 くは18c後半以降の遺物が目立つ。

その中で肥前系、薩摩系など各生産地ごとに出土傾向が異なっている。本書で言う肥前系とは、有田、

伊万里、唐津、波佐見やその周辺を含んだ総称である。

まず、肥前系の遺物は17c代 から見ることが出来る。磁器の碗・皿が中心であるが、唐津の陶器碗 も

若干出上している。 18c代 になると遺物数が増加するが、 19c代 になると減少する。特に広東碗や反端

碗の出上が少ない。波佐見産の碗・皿類が 18c代 から増加し、武雄等の有田周辺の製品も見ることが出

来る。いずれにしても、大型品は少なく、碗・皿類が中心である。

薩摩系の遺物は、 17c代ではほとんどと出上していない。 18c代から目立ちはじめ、 19c代にはピー

クとなる。磁器はほとんど確認されておらず、陶器が中心である。碗の出土は認められるが、鉢・甕類

の出上が目立つ。鉢・甕類のほとんどは苗代川の製品である。南九州地域と推定される遺物 も18c代以

降から見られる。その中には在地産を想定するものも存在するが、在地の窯跡状況が未だに整理されて

おらず、流通等を考察するレベルには至っていない。

福岡・大分産の遺物は、陶器を中心に18c代から認められるが、数量は限られている。

関西系の遺物は、陶器の碗や袋物を中心に18c代から目立ち始めるが、量的には少ない。堺産や丹波

産の情鉢も出上している。

瀬戸美濃系の遺物は、 17c代 は定かでないが、18c代から確認されている。陶器が中心だが、幕末

には磁器も確認されている。何れも少量である。

輸入陶磁器類は、伝世品以外では、 17c前後の青花皿の出上が認められる。

このような出土状況や、ピット等の遺構との兼ね合いを考慮すると、この調査地は17cの早い段階か

ら高岡麓を形成する屋敷地として存在していたことがうかがわれ、少なくとも幕末までは存続していた

ものと推定される。第 5地点においても屋敷地として 17c代の遺物が確認されてお り、それに並ぶ もの

として、17c前半代の麓形成の在 り方、さらには麓全体の形成過程を知る上で重要な位置付けができる。

今回調査した高岡麓は、鹿児島藩の去川関所の外側に置かれた独I(外城)の中心地である。そのよう

総Ⅲ
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な条件下の郷 とそれ以外の郷での比較検討は高岡麓や鹿児島藩全体を考える上で重要である。

県内における同時期の遺跡 としては、八幡遺跡 (都城市)力 あ`る。この遺明における各生産地別の出

土状況において、単純に比較 した場合、同じ鹿児島藩内ではあるが異なつた状況を示 している。これに

ついては、八幡遺跡は都城島津家の家老屋敷の調査であり、政治的条件や階級差を考慮する必要もあろ

う。しかし、地理的条件を含めた歴史的背景や藩内全体の政治体制等をも深く考察する必用がある。

参考文献
鹿児島県立埋蔵文化財センター 2003『雪山遺跡猿引遺跡』鹿児島県立埋蔵文化財センター発掘調査報告書 (53)

鹿児島市教育委員会 2000『鹿児島 (鶴丸)城二之丸跡G地点』鹿児島市埋蔵文化財発掘調査報告書 (23)

加治木町教育委員会 1995『山元古窯跡』加治木町埋蔵文化財調査報告書 1

加治木町教育委員会2001『弥勒窯跡』加治木町埋蔵文化財調査報告書 3

加治木町教育委員会 2003『御里窯跡』加治木町埋蔵文化財調査報告書4

九州近世陶磁学会 2000『九州陶磁の編年』

桑畑光博 2004「都城盆地における中世土師器の編年に関する基礎的研究 (1)」 『宮崎考古』第 19号 宮崎考古学会

佐賀県立九州陶磁文化館 1991『柴田コレクシヨン (H)』

佐賀県立九州陶磁文化館 2002『柴田コレクシヨン (Ⅷ )』

佐賀県立九州陶磁文化館 1994『よみがえる江戸の華―くらしのなかのやきもの一』

世界・炎の博覧会波佐見町運営委員会 1996『波佐見青磁展・くらわんか展』

根津美術館 2002『知られざる唐津』

橋口 亘 2001「薩摩焼貝目・コマロ考 (1)

都城市教育委員会 1997『 田谷・尻枝遺跡』

宮崎県教育委員会 1996『高岡麓遺跡』

宮崎県埋蔵文化財センター 2003『八幡遺跡』宮崎県埋蔵文化財センター発掘調査報告書第70集

横田賢次郎 森田勉 1978「 太宰府出上の輸入中国陶磁器について」 F九州歴史資料館研究論集』 4 九州歴史資料館

渡辺芳郎 2000「近世薩摩焼播鉢考」『鹿児島考古』34号鹿児島県考古学会

渡辺芳郎 2000「貝目再考」『からから』No 8鹿 児島陶磁器研究会

」『からから』配 9 鹿児島陶磁器研究会

都城市文化財調査報告書第38集

表 6 報告書登録抄

フ  リ ガ  ナ タカオカフモトイセキ

垂
コ 名 高岡麓遺跡 (12地点 )

一呂 書 名
産業再配置促進補助事業中央ふれあい広場建設工事に伴う埋蔵文化財発掘

調査報告書

シ リ ー ズ 宅 高岡町埋蔵文化財調査報告書

シ リ ー ズ 番 号 第39集

編 集 者 署 島 田 正 浩

発 行 機 関 高岡町教育委員会

所 在 地 宮崎県東諸県郡高岡町大字内山2887番地

発 行 年 月 日 2005年 3月 31日

収蔵遺跡名 所 在 地
コー ド

緯度 経度
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H107.31

1,220∬ 公園造成

種  別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

散布地 弥生後期～近代

土坑

建物跡

溝状遺構

土師器皿 甕

青磁

青花 (明代 )

国産陶磁器 (肥前・薩摩・福岡・瀬戸美

濃・関西 )

瓦 (丸瓦、平瓦 )、 銅銭、碁石、欽釘、

獣骨製ブラシ
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図版 1 調査区違景 (上 )

高岡麓遺跡遠景 (右 )

写真図版
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図版 2

調査区全景
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図版 4
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図版 6
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図版 8
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